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　沖縄総合事務局では、跡地利用の実現に向けた取り組みを行ってい
る市町村に対する支援（駐留軍用地跡地利用に関する市町村支援事業）
を行っており、その一環として、返還跡地のまちづくりの実例を紹介する
ことで、今後の返還予定地のまちづくりに対して地権者のみならず広く
県民に関心を持ってもらうことを目的に、令和２年１１月２１日（土）から２３
日（月）にかけて、イオンモール沖縄ライカム２階のネイチャーコートにおい
て、「米軍施設返還跡地 まちづくりパネル展」を開催しました。  

　イオンモール沖縄ライカムのブラックフライデーセールと重なった
こともあり、パネル展会場にも３日間で９００名超の方に来場してい
ただきました。
　すべてのパネル（３５枚）をじっくり見る方も多くいらっしゃ
いましたが、地元市町村のまちづくり事例の紹介パネルの
前で足を止める方が多く、その中でも、開催会場となった
北中城村ライカム地区と土地区画整理事業が始まった宜
野湾市西普天間住宅地区のパネルに関心が寄せられて
いました。
　また、返還前、返還直後、街が完成していく過程のパネ
ルを指して、当時の思い出を話す方や、今後返還される
地区がどのようなまちになるのだろうかと話す方など、今
後の返還予定地のまちづくりに対して、関心をもっていた
だけたことがうかがえました。


